
 

 

 

兵庫県公立大学法人 

第二期中期計画 

（平成 31 年４月～令和７年３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県公立大学法人 
  



 

 

 

  



 

 

〈目次〉 
 

第１ 趣  旨 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

 

第２ 教育、研究及び社会貢献に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 １ 兵庫県立大学 

(1) 教育に関する措置 ～国内外で自立し活躍する次代を担うリーダーを育成する大学 ～ 

ア グローバル社会で活躍できる人材の育成 ・・・・・・・・・・・・・ 4 

イ 地域のニーズに応える専門人材の育成 ・・・・・・・・・・・・・・ 4 

ウ 高度な専門性を有する人材の育成 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

エ 総合大学の強みを生かした幅広い知識を有する人材の育成 ・・・・・ 5 

オ 人材育成に向けた教育システムの充実  

    (ｱ) 時代の変化に対応した人材育成の仕組みづくり ・・・・・・・・・ 5 

    (ｲ) 多様な学生のニーズに的確に対応した支援の実施 ・・・・・・・・ 6 

    (ｳ) 中高大連携の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

 

  (2) 研究に関する措置 ～次代を切り拓く先導的・創造的な研究を推進する大学 ～  

   ア 高度な研究基盤を活用した先端研究の推進 ・・・・・・・・・・・・ 7 

イ 地域資源を活用した研究の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

ウ 兵庫の先進的な取組を活用した研究の推進 ・・・・・・・・・・・・ 8 

 

(3) 社会貢献に関する措置 ～兵庫の強みを生かし、地域の未来の活力創出に貢献する大学 ～ 

ア 未来社会を先導する産学官連携の推進 ・・・・・・・・・・・・・・ 8 

イ 大学が有する資源の地域社会における活用 ・・・・・・・・・・・・ 9 

ウ 次世代の兵庫を担う人材の県内定着など地域の期待に応える取組の推進 9 

 

 ２ 芸術文化観光専門職大学 

  (1) 教育に関する措置 ～芸術文化及び観光の双方の視点を生かして地域の活力を 

創出し、社会に貢献する専門職業人を育成する大学 ～ 

ア 芸術文化及び観光のマネジメント能力を有する専門職業人の育成 ・・ 10 

イ 地域活性化に貢献する専門職業人の育成 ・・・・・・・・・・・・・ 10 

ウ 世界に通じる専門職業人の育成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

エ 人材育成に向けた教育システムの構築 

(ｱ) 芸術文化及び観光の双方の視点を培うカリキュラムの編成・・・・・ 10 

(ｲ) 新たな学びの手法による実践力の養成 ・・・・・・・・・・・・・ 11 

(ｳ) 段階的かつ重層的に体系化した実践教育の展開 ・・・・・・・・・ 11 

(ｴ) 産業界と地域社会との連携 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

 

(2) 研究に関する措置 ～芸術文化及び観光を架橋した地域活性化に資する研究を推進する大学 ～ 

ア 専門職大学の強みを生かし、地域活性化に資する研究活動の推進 ・・ 12 

イ 研究成果の社会への還元 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

 

(3) 社会貢献に関する措置 ～地域の発展・繁栄及び新たな国際交流の推進に貢献する大学～ 

ア 大学が有する資源の地域社会における活用 ・・・・・・・・・・・・ 12 



 

 

イ 大学の特長を生かした地域貢献の推進 ・・・・・・・・・・・・・・ 13 

ウ 芸術文化及び観光に係る国際交流の推進 ・・・・・・・・・・・・・ 13 

 

 ３ 両大学間の教育・研究・社会貢献における連携・・・・・・・・・・・・・ 13 

 

第３ 管理運営に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 １ 戦略的経営の推進に関する措置  

  (1) 社会ニーズの変化に対応できる体制の構築 ・・・・・・・・・・・・・ 14 

(2) 魅力発信と知名度向上 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

  (3) 教育研究基盤の計画的な新規投資 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

 

 ２ 効率的経営の推進に関する措置 

  (1) 経営資源の重点配分・相互利用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

  (2) 安全・快適な環境の計画的整備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

 

３ 自律的経営の推進に関する措置 

  (1) 財務運営の改善 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 

  (2) 自己点検・評価及び情報の提供 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 

  (3) コンプライアンスの推進  

   ア 法令の遵守 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 

   イ 安全管理体制の確保 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 

 

第４ 予算、収支計画及び資金計画 

 １ 予算 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17 

 ２ 収支計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 

 ３ 資金計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19 

 

第５ 短期借入金の限度額 

１ 短期借入金の限度額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19 

２ 想定される理由 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 

 

第６ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 ・・・・・・・・・・・・・ 20 

 

第７ 剰余金の使途 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 

 

第８ その他設立団体の規則で定める業務運営に関する事項 

 １ 施設・設備に関する計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 

 ２ 積立金の使途 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 

 ３ 中期目標期間を超える債務負担 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 

 

◇ 評価指標  

 １ 兵庫県立大学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21 

 ２ 芸術文化観光専門職大学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22 



- 1 - 

 

第１ 趣 旨 

 

兵庫県は、令和３年４月に芸術文化観光専門職大学を開設するに当たり、兵庫県立

大学における旧３大学の伝統と総合大学の強みや、芸術文化観光専門職大学における

芸術文化及び観光の双方の視点で社会に貢献する特色等を生かし、各大学の独自性を

確保しつつ、教育研究の高度化や相乗効果を生み出すとともに、効率的な経営を行う

ために、兵庫県公立大学法人が両大学を運営することを定める定款変更を行い、併せ

て第二期中期目標を変更した。 

  このため、兵庫県公立大学法人は変更後の第二期中期目標を達成するため、第二期

中期計画を変更した。 

  令和４年６月、兵庫県公立大学法人は第二期中期計画前半３年間の総合的な自己点

検及び評価をとりまとめ、計画の達成に向け概ね順調に進捗していることを確認した。

一方、計画策定後、グリーントランスフォーメーション（ＧＸ）、デジタルトランスフ

ォーメーション（ＤＸ）の進展やコロナ禍等、大学を取り巻く社会環境が急激に変化

し、大学として迅速に対応すべき課題が顕在化してきている。この状況に迅速果断に

対応し、 新しい時代に即した大学改革を実現するため、令和６年度までの計画期間

中に取り組む新たな課題の設定や到達目標の見直しを行い、第二期中期計画を以下の

とおり変更する。 

  特に、時代の潮流を的確に捉え、重点的に取り組む分野として、水素エネルギー研

究等のＧＸ関連研究の推進、グローバルリーダーをはじめとした次世代リーダーの育

成、学際的・創造的研究の推進による SDGs 達成への貢献、ポストコロナを見据えた新

たな教育手法の確立（教育ＤＸ）等を追加する。 
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【基本計画】 

 

１ 兵庫県立大学 

 

① 国内外で自立し活躍する次代を担うリーダーを育成する大学 

   第二期中期計画のスタートと同時に学部を統合再編し、「国際商経学部」と「社会

情報科学部」の２学部を開設する。これらの新学部においては、グローバル化や情

報科学技術の進展に対応した教育を着実に推進していく。 

また、このような改革を全学的な取組へと拡げ、グローバル社会で活躍できるリ

ーダーや地域の発展に貢献し地域を支える人材等、幅広い教養や高い専門性に加え、

豊かな人間性と公共の精神も備えた、創造力と自律性を有する人材を育成するとと

もに、今後も社会のニーズに的確に対応した教育改革に取り組んでいく。 

 

② 次代を切り拓く先導的・創造的な研究を推進する大学 

   本学が有するニュースバルをはじめ、SPring-8、SACLA、スーパーコンピュータ「富

岳」等、県下に集積する研究基盤と兵庫の特色ある地域資源を活用し、世界最先端

の研究を推進する。 

また、異分野間の融合を重視した学際的研究や国内外の大学・研究機関との共同

研究等により、先導的・創造的な研究を推進し、未来の産業構造と社会変革に向け

た新たな価値の創出に取り組み、革新的な研究成果を世界に向けて発信する。 

 

③ 兵庫の強みを生かし、地域の未来の活力創出に貢献する大学 

本学の持つ知的資源を広く社会に還元し、兵庫における知(地)の拠点として、産

学官連携による新産業の創造や地域経済の振興、県民に対する生涯学習機会の提供

等を通じた地域の再生・活性化、外国人留学生を含む本学で学んだ学生の地元企業

への就職の促進等、地域社会が求める人材の輩出、さらには震災の経験と教訓を踏

まえた安全・安心な地域社会の構築等、兵庫をフィールドに社会の発展や課題解決

に貢献する。 

 

ＩoＴ･ビッグデータ･人工知能の活用、グローバル化の急速な進展、本格的な人口減

少社会の到来等、大学を取り巻く環境がかつて経験したことのないスピードで変化す

る中、第二期中期計画を着実に推進し、県民や社会からの負託に応えていくため、理

事長･学長のリーダーシップのもと、教職員が一丸となって全学的な大学改革に取り組

んでいく。 



- 3 - 

 

そのような取組を進めることにより、創立時に掲げた基本理念を礎に、社会におい

て存在感を発揮し、「兵庫県立大学創基 100 周年ビジョン」の基本方向である、①学生

や卒業生から誇りとされる大学、②地域や自治体から「知(地)の拠点」として信頼さ

れる大学、③企業や団体から有為な人材を輩出すると評価される大学として、公立大

学のトップクラス、そして世界水準の大学の実現を図る。 

 

 

２ 芸術文化観光専門職大学 

 

① 芸術文化及び観光の双方の視点を生かして地域の活力を創出し、社会に貢献する

専門職業人を育成する大学 

全学生が演劇的手法を取り入れた対話的コミュニケーション能力を基礎に、芸術

文化及び観光のマネジメント能力並びに価値創造の能力を身につける教育課程を編

成する。 

芸術文化と観光の両分野を架橋した学びを地域社会と共有し、地域社会をフィー

ルドとした実習や実践教育により地域を活性化する人材、ひいては芸術文化と観光

の両分野を架橋した学びを国内外に発信し、世界に通じる専門職業人を育成する。 

 

② 芸術文化及び観光を架橋した地域活性化に資する研究を推進する大学 

   本学の強みである、芸術文化と観光を架橋し、理論と実践を重視した分野横断的

な地域活性化に資する研究を推進する。 

   また、地域リサーチ＆イノベーションセンターを中核とした産学官の協働関係・

ネットワークを構築し、多様な主体との共同研究、受託研究を推進し、研究成果を

広く国内外に発信する。 

 

③ 地域の発展・繁栄及び新たな国際交流の推進に貢献する大学 

   地域の企業・団体、行政、地域住民、金融機関等多様な主体と協働し、イノベー

ション機能を発揮するために、地域のプラットフォーム拠点を形成することで、地

域の活性化に貢献する。 

   また、大学の特長を生かした実践講座や小中高大連携、劇場等を活用した県民の

新たな学びの提供を行うとともに、海外大学との協定や国際的な芸術祭での実習を

通じた地域の国際交流に貢献する。 
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１ 兵庫県立大学 

 (1) 教育に関する措置～国内外で自立し活躍する次代を担うリーダーを育成する大学～ 

  ア グローバル社会で活躍できる人材の育成 

   ①〔全学的なグローバル教育の推進〕 

     全ての科目を英語で学び専門の学位（経済学）を取得するグローバルビジネスコース、実

践的な英語コミュニケーション力やグローバルリーダーとなるための素養・能力を身につ

ける副専攻のグローバルリーダー教育プログラム（ＧＬＥＰ）等を中心として、国際的課題

に対応できるコミュニケーション力を有した人材を育成する。 

また、学生の自律的かつ継続的な英語学習を支援する取組を全学的に推進する。 

②〔ポストコロナを見据えた国際交流の構築と高度外国人材の育成〕 

      海外の大学との学術交流協定の締結を積極的に推進し、海外インターンシップや海外語

学研修等、学生の更なる海外留学を促進するとともに、ＩＣＴを用いたオンラインによる連

携・交流等、ポストコロナを見据えた新たな国際交流のスキームを構築し、グローバル社会

で活躍できる人材の育成を推進する。 

また、国際学生寮に設置する国際交流センターにおける教育・交流プログラムの充実を図

る等、留学生や外国人研究者の受入に配慮し、留学生等の受入の拡大に努め、日本や母国で

グローバルに活躍できる高度外国人材の育成を推進する。 

  

イ 地域のニーズに応える専門人材の育成 

③〔地域の特色を生かした連携教育の推進〕 

      兵庫の地域課題を体系的に学習し、地域と協働して実践的に活躍する力を育成する副専

攻の地域創生人材教育プログラムや、防災マインドを持ち、被災地や地域社会で役立つ現場

力や実践力を育成する副専攻の防災リーダー教育プログラムをはじめ、地域の課題を解決

し、地域や社会に貢献できる人材を育成する。   

④〔大学院における専門教育・リカレント教育の充実〕 

大学院において、減災復興リーダーや災害看護リーダーの育成に努める等、高い専門性や

特色ある学問領域での識見を持ち、社会の課題に挑戦的に取り組む幅広い教養を持った高

度な専門人材の育成を推進する。また、グリーントランスフォーメーション（ＧＸ）、デジ

タルトランスフォーメーション（ＤＸ）等の産業界や地域のニーズに応えるリカレント教育

プログラムの開発と実施拠点整備を進め、社会人を対象とした大学院における高度なリカ

レント教育の充実を図ることにより、グリーン社会・デジタル社会で活躍できる専門人材を

育成する。  

第２ 教育、研究及び社会貢献に関する目標を達成するためにとるべき措置 
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  ウ 高度な専門性を有する人材の育成 

⑤〔社会の変化に的確に対応した大学院改革等の検討と推進〕 

      急速なグローバル化や高度情報化社会の進展等、社会の変化に的確に対応し、魅力ある教

育研究を進めるため、経済・経営系大学院や情報系大学院、理学系大学院等について一体的

な改革を検討し、改革を着実に進めていく。 

⑥〔社会情報科学部の充実と時代に即応した学部改編等の検討〕 

      平成 31年４月に開設した社会情報科学部では、令和３年４月に開設の情報科学研究科と

連携のうえ、教育内容の更なる充実を図り、社会を変革できる人材を育成する。 

     また、他学部においても国際社会で活躍するグローバルリーダー等、社会を牽引する次世

代リーダーの育成強化に向け、常に時代に即応した学部・学科の改編等を検討する。 

 

  エ 総合大学の強みを生かした幅広い知識を有する人材の育成 

   ⑦〔教養教育の充実〕 

     創基 100 周年ビジョンに掲げる基本方向「社会から信頼され評価される、世界水準の大

学」の実現に向け、幅広い視野と教養を基盤とした豊かな人間性と課題探求能力を持った人

材を育成するため、教養教育プログラムを改編するとともに新たな実施体制を構築し、教養

教育の充実を図る。 

   教養教育では、環境・エネルギー等のＧＸ関連や数理・データサイエンス・ＡＩ、グロー

バル関連等の講義を通じて、時代のニーズに即した多様な知識やグローバルリテラシーの

習得を図り、国際社会や地域社会で活躍できる創造力と自律性を有する人材を育成する。 

⑧〔学部横断教育及び独立系大学院等との連携の推進〕 

      学際的な教育活動を促進し、学問的な視野を広げ、幅広い教養を兼ね備えた創造力のある

人材を育成するため、総合大学の強みを生かし、学際的・複合的な専門分野において他学部

科目を履修できる学修環境の整備を検討する。加えて、各学部と独立系大学院等との共同研

究の実施等を通じて、学生・教職員等の一体感の醸成を図るとともに、学部や研究科、キャ

ンパスの枠を超えた教育活動の連携・交流を推進する。  

  

  オ 人材育成に向けた教育システムの充実 

  (ｱ) 時代の変化に対応した人材育成の仕組みづくり 

   ⑨〔ポストコロナにおける新たな教育手法の確立〕 

     コロナ禍におけるオンライン授業の経験を活かし、対面授業とオンライン授業の双方の

利点を取り入れたベストミックスによる教育を構築し、ポストコロナ（ニューノーマル）に

おける新たな教育手法を確立する。 
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   ⑩〔教学ＩＲの実施による教育改革の推進〕 

全学機構を中心として、各種教学データを多角的に分析する教学ＩＲを実施し、教育課程

の体系化や教育方法の改善に努める等、社会から求められる県立大学を目指した教育改革

を推進する。 

   ⑪〔多様な学生の受入促進と大学入試改革の推進〕 

明確な入学者受入方針（アドミッションポリシー）を掲げ、理工系女子学生、外国人留学

生、社会人学生等の多様な学生の受入を促進するとともに、学力の３要素（知識・技能、思

考力・判断力・表現力、主体性・多様性・協働性）について、多面的・総合的に評価する入

試制度の導入を図り、優秀な学生の確保に努める。また、多様な入試制度にも対応できる体

制の整備を進める。 

   

  (ｲ) 多様な学生のニーズに的確に対応した支援の実施 

   ⑫〔多様なニーズに対応した学生生活の支援〕 

学生の心の悩み・ハラスメント等に対応する相談支援体制を強化するほか、学生の多様な

ニーズに対応した制度を検討し、充実した学生生活を支援する。また、障がいの有無、性別・

年齢・国籍の相違等に対し、学生・教職員の意識啓発・理解促進を進めるとともに、支援を

要する学生への支援体制の整備に努め、全学的にダイバーシティを推進する。 

   ⑬〔総合的なキャリア形成及び就職支援の強化〕 

入学時から一貫したキャリア教育を推進し、将来の進路選択やキャリア設計に対する意識

の醸成を図る。また、各キャンパスキャリアセンターによる支援を充実させるほか、インタ

ーンシップへの派遣、県内を中心とした魅力ある企業の情報発信、第二新卒者等への就職支

援等、総合的なキャリア形成・就職支援の強化を図る。 

   ⑭〔起業マインドの養成及びスタートアップ支援教育の推進〕 

学生の起業マインドを養成する効果的な教育プログラムを確立するとともに起業にかか

るスタートアップ支援教育を推進し、社会に新たな価値を創出できる人材を育成する。 

   ⑮〔学術情報環境の充実〕 

     情報処理教育をはじめとした学術情報環境の充実を図るため、情報システムの運営管理

体制の整備・一元化に取り組む。 

 

  (ｳ) 中高大連携の推進 

   ⑯〔中高大連携教育及び附属中学・附属高校の教育課程の充実〕 

附属中学・附属高校の利点を最大限に発揮するため、学部・研究科が有する教育研究資源

を活用した中高大連携教育の充実を図るとともに、中高一貫教育の優位性を生かした更な

る特色化や学力の向上に資する教育課程の構築を検討する。   
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 (2) 研究に関する措置 ～次代を切り拓く先導的・創造的な研究を推進する大学～ 

  ア 高度な研究基盤を活用した先端研究の推進 

⑰〔先端医療工学研究所を基盤とした革新的な医工学の研究開発〕 

先端医工学研究センターにおける研究開発の蓄積を踏まえ、令和４年度に開設の先端医療

工学研究所を医産学連携の拠点とし、医療現場と密接に関連して高度な教育研究を行うと

ともに、多様な学術分野と医療を融合させることにより先進的な技術開発等に取り組む。 

⑱〔金属新素材研究センターを拠点とした新素材の研究開発〕 

金属素材製造・加工企業が集積し、「ひょうごメタルベルト」を形成する地域の特徴を生

かすため、付加価値の高い新素材の研究・開発を行う拠点として、県立工業技術センターの

サテライト『金属新素材研究センター』を新たに整備し、硬度・耐熱性・微細加工性に優れ

た金属粉末や３Ｄ造形技術の実現を目指す。  

⑲〔ニュースバル等の多様な研究基盤を生かした先導的な研究の推進〕 

本学が有するニュースバル（軟Ｘ線）、西はりま天文台「なゆた望遠鏡」や、SPring-8（硬

Ｘ線）、SACLA（Ｘ線自由電子レーザー）、スーパーコンピュータ「富岳」等、県下に集積す

る多様な研究基盤を生かし、国内外の大学や企業等とも連携して、未来を創造する先導的・

創造的な研究を推進する。  

⑳〔全学的な異分野融合の推進〕 

特色ある研究領域や先端的な研究施設を有し、県下全域に拠点を持つ総合大学としての強

みを生かし、外部人材の活用も含めて、各部局の枠を超えた研究者の交流を促進するととも

に、分野横断・学際的研究プロジェクトを推進する。特に、本学は先進的な情報系の教育・

研究組織を有するため、情報セキュリティ、デジタルヘルス、データ駆動型科学等の分野で

の全学的な連携や、ＧＸの進展を踏まえた水素エネルギー共同研究センター、政策科学研究

所、高度産業科学技術研究所及び関係研究科の共同によるエネルギー分野の研究を進める。 

㉑〔SDGs の達成に寄与する学際的・創造的研究の推進〕 

     本学の強みを生かした「全県キャンパス」で実践するＧＸ、エネルギー、生物多様性、減

災等の多種多様な研究を SDGs の枠組みで深化・発展させ、全学的な連携を図りながら、SDGs

の達成に寄与する異分野融合による学際的・創造的研究を推進する。加えて、ＧＸ、カーボ

ンニュートラル、SDGs の推進に資する教員の研究活動を重点的に支援し、グリーン社会の

実現、SDGs の達成に寄与する研究活動の活性化を図る。 

㉒〔学学連携の推進によるイノベーションの創出〕 

地域の国公私立大学や高等専門学校等と、設置形態を超えて、各教育機関の強みを生かし

た組織的な連携を深め、共同研究や産学連携活動等、社会的課題の解決に取り組み、イノベ

ーションを創出する。   
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   ㉓〔研究活動の活性化による研究水準の更なる向上〕 

全学的な研究水準の更なる向上を目指し、査読付き論文数等の研究成果について目標を定

めて取り組むほか、附置研究所の更なる発展に向け、改編も視野に見直しを検討する等、研

究活動の活性化を図る。  

 

  イ 地域資源を活用した研究の推進 

㉔〔県内各地の地域資源を活用した研究の推進〕 

     コウノトリの郷公園をはじめ、人と自然の博物館、森林動物研究センター、淡路景観園芸

学校、先端食科学研究センター等、県内各地に分散する地域資源を活用した研究施設を拠点

として、県や地元自治体とも連携しながら、地域課題の解決に向けた研究を推進する。 

  

  ウ 兵庫の先進的な取組を活用した研究の推進 

㉕〔グリーントランスフォーメーション（ＧＸ）に関する研究の推進〕 

     「水素社会の推進」等の兵庫県や産業界が進める先進的な取組と連携・協力しながら、水

素エネルギー利用や二次電池の開発等、基礎研究から社会実装まで幅広くＧＸに関する研

究を推進する。特に、兵庫県等が推進する水素社会の実現に積極的に貢献するため、水素エ

ネルギー研究の新たな拠点設置に向けた取組を進める。  

㉖〔減災復興・災害看護に関する研究の推進〕 

減災復興政策研究科を拠点として、国内外の研究機関とも連携し、減災復興に関する実践

的な研究活動を推進する。 

また、災害健康危機管理ＷＨＯ協力センターでもある地域ケア開発研究所においては、保

健医療分野や災害・防災分野における健康維持活動に関する研究を推進する。  

   

 (3) 社会貢献に関する措置～兵庫の強みを生かし、地域の未来の活力創出に貢献する大学～ 

  ア 未来社会を先導する産学官連携の推進 

   ㉗〔産学官連携活動の推進〕 

神戸地区に、ＩＣＴをはじめとした都市型産業との連携拠点を新たに設けるほか、産学連

携・研究推進機構が中心となって、企業、民間団体、自治体、産業支援機関（新産業創造研

究機構[ＮＩＲＯ］、ひょうご産業活性化センター、商工会議所・商工会等）との連携を強化

し、地元産業界と一体となって新産業の創出や県内産業の活性化に取り組む。 

㉘〔成長分野を支援する中核的機能の充実〕 

データ社会の到来に合わせ、総合大学の強みを生かし、データの収集・解析から活用まで

学際的に、ＡＩ・ビッグデータ・ＩoＴ等の成長分野を支援する中核的機能の充実を図ると

ともに、ベンチャー企業との連携、インキュベーションセンターの活用等により、起業レベ

ルから既存産業の高度化まで、幅広い産業支援を行う。 
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とりわけ、グリーン・デジタル等の成長分野については、本学が有するリソースや知見を

活用した幅広い産業支援に取り組むとともに、共同研究や研究成果の実用化等を目指した

連携を推進する。 

㉙〔ニュースバル等の産業利用・産学共同研究の促進〕 

極端紫外線から軟Ｘ線領域に優位性を持つニュースバルの特徴を生かすとともに、県有ビ

ームラインを含む SPring-8 との相互連携を強化し、産業利用・産学共同研究を促進する。  

㉚〔知的財産の適切な保護及び研究成果の公表〕 

教職員、学生等による知的財産の積極的な取得・実用化を促進するとともに、知的財産ポ

リシーに基づき、適切に保護・管理を行う。 

また、先導的・創造的な研究成果を広く公表するとともに、その移転・実用化に取り組む。  

㉛〔県立病院等と連携した看護ケアの質的向上〕 

看護サービスの質評価研究の成果を生かして、医療施設等において看護ケアの質的向上や

目標管理を支援し、地域医療の進展に貢献する。また、周産期ケア研究センターでは、県内

助産師の技術向上等に努め、安心安全な周産期を支える。 

㉜〔医産学看の連携の推進〕 

先端医療工学研究所に研究交流サロン「イノベーションサロン」を開設し、医師・看護師・

栄養士等の医療関係者のニーズと本学や企業が有するシーズのマッチングを図り、医産学

看が連携した共同研究・共同事業等を推進する。 

 

  イ 大学が有する資源の地域社会における活用 

㉝〔県民ニーズに応える公開講座等の充実〕 

多様な学部・研究科等を有する特色や、県下全域に広がる研究資源を生かし、県民ニーズ

に応える各種公開講座を開催するほか、社会人や高齢者を対象とした学習講座を幅広く提

供する。特に、ＧＸ、ＤＸ、SDGs 等の時代のニーズを的確に捉えた公開講座の幅広い提供に

努める。 

㉞〔自治体・地域団体との連携の強化〕 

自治体や地域団体等からの相談に応じて、地域創生に資する人材・情報・技術を大学内外

でネットワーク化し、地域連携事業の充実により地域の核となる大学づくりを発展させる。 

   

  ウ 次世代の兵庫を担う人材の県内定着など地域の期待に応える取組の推進 

㉟〔県内就職・地元定着を促進する取組の充実強化〕 

本学で学んだ外国人留学生を含め、新規学卒者の県内就職の促進に努めるほか、第二新卒

者のＵターンニーズに適切に対応し、地元への更なる定着を図るため、県内大学・地元企業・

地元自治体等と連携し、インターンシップ事業・人材マッチング事業等の充実強化に取り組

む。  
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２ 芸術文化観光専門職大学 

 (1) 教育に関する措置 ～芸術文化及び観光の双方の視点を生かして地域の活力を創出し、 

             社会に貢献する専門職業人を育成する大学～ 

  ア 芸術文化及び観光のマネジメント能力を有する専門職業人の育成 

㊱〔演劇の手法を取り入れた対話的コミュニケーション能力の養成〕 

  演劇やダンスのワークショップ等の実技と講義を交互に行う「コミュニケーション演習」

を１年次の必修科目とし、対話的コミュニケーション能力を養成する。 

また、１年次は全員が学生寮に入寮し、日常生活においても社会性と協働性を身に付け多

様性を受入れるとともに、コミュニケーション能力を養成する。 

㊲〔芸術文化及び観光のマネジメント能力の養成〕 

芸術文化分野及び観光分野のいずれかを主となる専攻、他方を副となる専攻として、両分

野を架橋する教育課程を編成し、双方の視点を生かして芸術文化と観光の事業活動を推進

するための芸術文化マネジメント能力、観光マネジメント能力及び価値創造の能力を養成

する。 

 

  イ 地域活性化に貢献する専門職業人の育成 

   ㊳〔地域を活性化し我が国に活力をもたらす人材の育成〕 

  芸術文化と観光の両分野を架橋した学びを推進し、その学びの意義を、学生・教員のみな

らず広く地域社会と共有し、地域と連携した教育を展開する。 

また、地域社会をフィールドに、様々な主体と連携を図りながら多彩な実習プログラムを

展開し、地域課題の解決を推進することで、地域の魅力を再発見、再認識し、地域での新た

な事業を創出できる地域の担い手となる人材を育成する。 

 

ウ 世界に通じる専門職業人の育成 

㊴〔実践的な語学教育と国際感覚の醸成〕 

  基礎的な英語能力を修得した上で、各職業分野で必要とされるキャリア英語など実践的

な語学スキルを身に付ける。また、英語以外の多言語教育を推進する。併せて、全ての学生

が体験できる海外実習や海外語学研修の拡大や、海外との大学間協定に基づく教員・学生の

交流を通じて、本学のグローバル展開を推進し、多様性を理解できるグローバル人材を養成

する。 

 

  エ 人材育成に向けた教育システムの構築 

  (ｱ) 芸術文化及び観光の双方の視点を培うカリキュラムの編成 

   ㊵〔芸術文化及び観光の両分野を体系的に学ぶ教育課程の編成〕 

  芸術文化マネジメント能力、観光マネジメント能力及び価値創造の能力のそれぞれ基礎
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となる知識・技能を養成する「コア科目群」と、副となる専攻の中でキャリア形成上必要と

なる科目を分野を超えて学ぶ「クロスオーバー科目」を配置し、体系的に教育課程を編成す

ることで、芸術文化及び観光の双方の視点を生かして地域の活力を創出し、社会に貢献する

能力を養成する。 

また、「コア科目群」には、芸術文化及び観光・経営の双方の教員が担当する「相互アプ

ローチ科目」を配置し、両分野が密接に連携した教育を推進する。 

㊶〔卒業後の進路を見据えたアカデミックアドバイザー制の導入〕 

  主となる専攻分野が分かれる２年次以降は、主となる専攻分野の教員を主担当、副となる

専攻分野の教員を副担当として配置し、学生と教員が個別面談を行いながら履修計画を作

成するアカデミックアドバイザー制度を導入し、きめ細やかな研究指導や進路支援を行う。 

㊷〔完成年度後に向けた教育研究体制の構築〕 

  大学の設置計画を基本としつつ、ポストコロナを見据えたＤＸの推進や SDGs への取組を

加速させる等、社会情勢の変化に応じて教育課程の見直しを柔軟に行うとともに、独自性を

高めたカリキュラムの編成や教員の配置等、新たな教育研究体制の構築に向けた検討を始

める。 

  また、学部教育の成果を進化させた教育の場として、大学院教育の必要性について検討を

行う。 

 

  (ｲ) 新たな学びの手法による実践力の養成  

㊸〔高度な実践力と豊かな創造性を育成する教育方法の導入〕 

  クォーター制（学年歴を４期に区切る）を導入し、理論化・体系化された「系統学修」と

現場での経験を通した「実践学修」を交互に行うラーニング・ブリッジングにより、学生の

学びを深化させる。 

また、講義と、演習やグループ討議などのアクティブラーニング（能動的学修）を組み合

わせて配置することで、知識・技能の定着を図る。 

 

  (ｳ) 段階的かつ重層的に体系化した実践教育の展開 

㊹〔実践的な実習カリキュラムの編成〕 

卒業単位の１／３以上を占める実習について、専門実務から企画運営・マネジメントに至

るまで段階的に体系化した実践的な実習カリキュラムを編成することにより、質の高い専

門職業人を育成する。 

そのために、文化ホール・劇場、観光交通、旅行事業、旅館・ホテル、豊岡演劇祭等のイ

ベントにおける隣地実務実習等を配置し、社会の現場で行われている業務を修得し、実践力

を身に付ける。 
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  (ｴ) 産業界と地域社会との連携 

㊺〔産業界・地域社会と連携した教育課程の編成及びキャリア支援の充実〕 

  教育課程連携協議会及び地域リサーチ＆イノベーションセンターにおいて、関係団体や

市町と連携することで、産業界、金融界や地域社会のニーズを的確に捉え教育課程に反映さ

せる。 

  また、キャリアサポートセンターにおいて、学生の将来ビジョン実現に向けた丁寧な学修

支援、就職支援を一貫して行うとともに、芸術文化と観光の実践的な学修成果を生かすこと

ができるよう、企業や団体、市町と連携を図り、幅広い進路選択肢を開拓し、就職支援を充

実させる。 

 

 (2) 研究に関する措置 ～ 芸術文化及び観光を架橋した地域活性化に資する研究を推進する大学 ～  

  ア 専門職大学の強みを生かし、地域活性化に資する研究活動の推進 

㊻〔芸術文化と観光を架橋し、理論と実践を重視した研究の推進〕 

本学の研究分野の特性や強みを生かし、芸術文化及び観光それぞれの研究を深化させると

ともに、「芸術文化観光学」を新たな学問分野として確立させるため、紀要の編集や研究セ

ンターの設置、学会の創設等「芸術文化観光学」の研究を推進する。 

㊼〔地域活性化に資する研究の推進〕 

  地域リサーチ＆イノベーションセンターの活動に全教員が関わり、地域課題に対応する

中で実践的な研究を推進する。 

また、他大学との連携による共同研究や産学連携活動等によりイノベーションを創出す

る。 

  イ 研究成果の社会への還元 

㊽〔産学官の協働関係・ネットワークの構築〕 

  地域と伸びる大学として、地域リサーチ＆イノベーションセンターを中核とした産学官

の協働関係・ネットワークを構築し、多様な主体との連携による共同研究、受託研究を推進

する。 

  また、学会、シンポジウムなどにおいて研究成果を積極的に発信し、社会に還元するとと

もに、本学の存在価値の向上に繋げる。 

 

 (3) 社会貢献に関する措置 ～ 地域の発展・繁栄及び新たな国際交流の推進に貢献する大学 ～  

  ア 大学が有する資源の地域社会における活用 

㊾〔地域のイノベーションの創出と新たな地域創生モデルの構築〕 

地域リサーチ＆イノベーションセンターを中心に、企業・団体、行政、地域住民、金融機

関等多様な主体と協働し、イノベーション機能を発揮することで、新たな事業創出や新規施

策の展開等を図り、持続可能な地域活性化を実現する。 

また、企業や団体で行う臨地実務実習やボランティア活動において、学生が地域と関わり、
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地域が自らの価値を再発見し発展につなげていくことで、地域創生の新しいモデルを構築

する。 

㊿〔ポストコロナを見据えた地域連携事業の新たな展開〕 

企業・団体、行政、地域住民、金融機関等多様な主体と協働し、2025 年に開催される大

阪・関西万博や瀬戸内国際芸術祭の観光客を兵庫県・但馬に誘客する等、ポストコロナを見

据えた新たな地域連携事業モデルを構築する。 

  イ 大学の特長を生かした地域貢献の推進 

   ○51〔県民ニーズに応える実践講座の開設や小中高大連携の推進〕 

  県民や企業のニーズを踏まえた公開講座の開設や、コミュニケーション教育の小中高校

におけるアウトリーチ、劇場等の大学施設の活用や図書館の地域への開放等により、本学の

特長を生かした特色ある学びの機会を県民に広く提供する。 

  ウ 芸術文化及び観光に係る国際交流の推進 

   ○52 〔地域と世界を結びつける国際交流の推進〕 

  海外大学等との協定締結や、実習の場となる国際的な芸術祭などを通じて、海外との交流

を推進することで、地域の国際交流に貢献する。 

 

３ 両大学間の教育、研究及び社会貢献における連携 

  １法人２大学の強みを生かし、教育、研究、社会貢献の各分野において個々の大学で進める以上

の相乗効果を発揮できるよう、両大学間の連携の取組を行う。 

   ○53〔教育連携の推進〕 

兵庫県立大学の地域資源や防災、国際社会等に関する教育や、芸術文化観光専門職大学の

演劇手法によるコミュニケーション教育など、両大学の特色ある教育等について、県立大学

「全学共通科目」、専門職大学「基礎科目」等にかかる相互乗り入れ授業を実施し、両大学

の学生の科目選択の幅を広げるなど、教育面での連携を推進する。 

○54〔研究連携の推進〕 

異なる専門分野を持つ両大学の研究面での積極的な交流を図り、共同研究等を通じて、新

たな知見を創出する。 

特に、ともに但馬地域を主なフィールドとする兵庫県立大学地域資源マネジメント研究科

と芸術文化観光専門職大学との共同研究発表の実施等の研究連携を推進する。 

○55〔社会貢献連携の推進〕 

総合大学として幅広い学問分野を有する兵庫県立大学と、芸術文化及び観光の双方の視点

を生かした取組を進める芸術文化観光専門職大学が連携を図り、新たな地域課題への対応

や産学官連携の進展等の社会貢献を進める。 

特に、ともに但馬地域を主なフィールドとする兵庫県立大学地域資源マネジメント研究科

と芸術文化観光専門職大学との連携を深める。 



- 14 - 

 

 

 

１ 戦略的経営の推進に関する措置 

 (1) 社会ニーズの変化に対応できる体制の構築 

  ○56〔戦略的な法人経営体制の整備〕 

    「理事長・学長分離型」を引き続き採用し、理事長のリーダーシップのもとで、理事会や経

営審議会の意見も踏まえながら、戦略的な法人経営を行う体制を推進する。 

○57〔両大学の特色を生かした運営〕 

両大学の独自性を確保するため、それぞれの大学に大学理事会を置き、特色を生かした大学

運営を行う。 

○58〔設立団体との連携〕 

設立団体である県との間で、大学の発展と課題解決に向けた方策等を協議するため、定期的

に総合運営会議を実施する等、法人の業務運営と県行政との連携を確保する。  

○59〔教員評価制度の運用〕 

部局や研究分野の特性に応じて、研究成果の目標や評価基準等を適切に設定し、教育研究・

社会貢献活動等の活性化に資するよう、教員評価制度の効果的な運用に努める。   

○60〔任用形態の多様化及び事務局体制の強化〕 

多様な任用形態を進めることで教員の質の向上を図るほか、任期付教員制度の見直しを検

討する等、社会の変化に対応した教育研究体制を推進する。また、県派遣職員の法人独自職

員への計画的な置換えや人員・組織の充実等、事務局体制の強化を図る。    

○61〔ダイバーシティの推進〕 

性別、国籍、障がいの有無等にかかわらず、多様な人材がその能力を最大限に活かし、共創

できる環境の実現を目指し、ダイバーシティ＆インクルージョンを推進する。   

○62〔ＦＤ・ＳＤの推進〕 

組織的かつ個人的な能力の向上に資するＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）・ＳＤ

（スタッフ・ディベロップメント）を推進し、教職員が一体となって教育水準の向上を図る。 

  

 (2) 魅力発信と知名度向上 

○63〔戦略的広報の展開によるブランドの構築と知名度の向上〕 

ターゲットに応じて効果的に情報発信する広報活動を戦略的に展開するほか、教育研究・社

会貢献活動の内容や成果について、メディアやホームページ等を通じて広く国内外に積極的

に発信することで両大学の知名度の向上、ブランドの構築を図る。 

 

 

第３ 管理運営に関する目標を達成するためにとるべき措置   
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(3) 教育研究基盤の計画的な新規投資 

  ○64〔最先端工学教育研究拠点の整備による世界水準の教育研究等の推進〕 

老朽化・狭隘化した兵庫県立大学姫路工学キャンパス施設について、最先端の工学教育研

究・人材育成・地域支援の拠点としての機能強化を目指し、施設の建替整備を計画的に進める。 

 

２ 効率的経営の推進に関する措置 

 (1) 経営資源の重点配分・相互利用 

○65〔両大学の経営資源の相互利用〕 

両大学の教育研究水準の維持・向上や中長期的な教育研究ビジョンの達成等に当たって、

両大学の施設等の経営資源の相互利用や共通の情報システムの活用を行う等、法人としてコ

スト縮減を図り、効率的な経営を行う。   

  ○66〔デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）による経営の効率化・高度化〕 

マネジメント部門におけるＤＸを推進し、総務・人事・財務等の法人運営や教育・研究を

支援する業務の効率化及び高度化を図る。 

  ○67〔適切な教職員の配置〕 

教育研究組織の統合・再編やカリキュラム内容の改編等に伴う教員配置の見直し、業務内

容の変化や業務量の変動に伴う事務局組織の見直し等を随時行い、一層柔軟かつ適正な教職

員の配置に努める。 

  ○68〔教職員の多様な働き方の推進〕 

新型コロナウイルス感染症対策として限定的に認めている時差出勤や在宅勤務を制度化す

る等、教職員の多様な働き方の実現に向け検討を行う。  

  ○69〔外部資金等を活用した先導的・創造的な研究への重点配分〕 

競争的外部資金により獲得した外部資金間接経費等を財源として、先導的・創造的分野に資

金を重点配分し、研究の高度化を図る。 

  

 (2) 安全・快適な環境の計画的整備 

○70〔安全・快適な教育研究環境に係る施設の整備及び機器設備の整備・更新〕 

兵庫県立大学では、教育研究環境の改善・充実を図るため、「兵庫県立大学施設整備管理計

画」に基づき、計画的な施設の長寿命化・老朽化対策に取り組むほか、機器設備の整備・更新

を進め、先端的な研究を支援する。 

芸術文化観光専門職大学では、適切な施設管理等を実施し、安全・快適な教育研究環境の維

持・充実を図る。 
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３ 自律的経営の推進に関する措置 

 (1) 財務運営の改善 

○71〔競争的研究資金等への積極的な申請による外部資金の獲得〕 

研究力の強化を図るため、リサーチ・アドミニストレーターの支援等も活用しながら、外部

資金獲得への取組に対する適切な支援を行い、積極的な申請を促し、競争的研究資金や公募型

研究事業の採択を含めた外部資金の獲得を図る。 

○72〔ふるさとひょうご寄附金制度とも連携した基金の充実〕 

大学の将来的なビジョンや事業メニューを効果的に県内外に紹介し、県のふるさとひょう

ご寄附金制度とも連携して、県民、卒業生や企業等から幅広く寄附金を募り、「兵庫県立大学

基金」や「芸術文化観光専門職大学基金」の充実を図る。 

 (2) 自己点検・評価及び情報の提供 

○73〔中期計画等の評価への適切な対応及びＰＤＣＡサイクルの確立〕 

  中期計画を着実に推進し、自己点検評価及び県の法人評価委員会の評価等へ適切に対応し

ながら、その改善に向けた取組を進めるＰＤＣＡサイクルの確立を図る。また、併せて中期計

画期間３年経過後に、３年間の総合的な評価を実施し、中期計画の見直しも含めて検討する。 

さらに、芸術文化観光専門職大学については、文部科学省への開学後４年間の履行状況報告

の中でＰＤＣＡサイクルの確立等適切な対応を図る。 

○74〔情報公開の推進〕 

    教育研究活動や大学運営状況等に係る情報を整理・蓄積し、適切に公開することにより、県

民・社会への説明責任を果たす。 

 (3) コンプライアンスの推進 

  ア 法令の遵守 

  ○75〔コンプライアンスの推進〕 

  コンプライアンス事案を予防するため、教職員に対し、法令・社会的規範等の遵守の重要性

について、意識啓発を一層徹底する。とりわけ、各種ハラスメントによる人権侵害を防止し、

学生や教職員が快適な環境のもとで修学又は就労できるよう、相談員の適切な配置や教職員

に対する研修等に取り組む。また、コンプライアンス事案等が発生した際は、関係規程等に基

づき、適切に対応する。  

  イ 安全管理体制の確保 

○76〔安全管理体制の確保〕 

    学生や教職員の安全と健康を確保するため、安全・衛生管理に着実に取り組むとともに、南

海トラフ地震や新型コロナウイルス感染症等、法人全体の運営に重大な影響を及ぼすリスク

に対して、事業継続計画（ＢＣＰ）を策定のうえ、適切に運用し防災対策を強化する。また、

インターネットからのサイバー攻撃等が急速に複雑化・巧妙化している状況を踏まえて、情報

システムのセキュリティ強化を図る。   
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１ 予算（令和元年度～令和６年度）   

   

（単位：百万円） 

区    分 
金  額 

法人本部 兵庫県立大学 専門職大学 合 計 

収入 

 運営費交付金 

 自己収入  

  授業料、入学料及び入学考査料収入 

  雑収入 

 受託研究等収入 

 補助金等収入 

 寄附金収入 

 施設費収入 

      計 

 

１，０００ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１，０００ 

 

４８，４００ 

２６，２００ 

２３，６００ 

２，６００ 

３，８００ 

２，６００ 

９００ 

３，０００ 

８４，９００ 

 

３，８００ 

６００ 

５００ 

１００ 

１００ 

０ 

０ 

０ 

４，５００ 

 

５３，２００ 

２６，８００ 

２４，１００ 

２，７００ 

３，９００ 

２，６００ 

９００ 

３，０００ 

９０，４００ 

支出 

 業務費 

  教育研究費 

  人件費 

  一般管理費 

 受託研究等経費 

 施設整備費 

      計 

 

１，０００ 

０ 

９００ 

１００ 

０ 

０ 

１，０００ 

 

７８，１００ 

２１，２００ 

５２，４００ 

４，５００ 

３，８００ 

３，０００ 

８４，９００ 

 

４，４００ 

１，０００ 

２，６００ 

８００ 

１００ 

０ 

４，５００ 

 

８３，５００ 

２２，２００ 

５５，９００ 

５，４００ 

３，９００ 

３，０００ 

９０，４００ 

  （注）ただし、各事業年度の運営費交付金については、予算編成課程において当該年度の兵庫県

の予算編成方針に基づき再計算され、決定される。 

 【運営費交付金の考え方】 

 (1) 標準運営費交付金 

   標準運営費交付金 ＝ ① 経常的歳出 － ② 経常的歳入 

     ① … 人件費、教育研究費、施設維持費・運営費 

     ② … 授業料、入学料、入学考査料、公開講座受講料等の諸収入 

 (2) 特定運営費交付金 

   特定運営費交付金 ＝ ① 個性化・特色化を進める事業の財源 ＋ 

              ② 年度により経費が変動する事業の財源  

     ① … 理事長・学長のリーダーシップの発揮、教育と学術研究の振興及び 

地域貢献の推進を図るため、個性化・特色化を進める事業 

     ② … 教員退職手当等 

  

 
第４ 予算、収支計画及び資金計画 
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２ 収支計画（令和元年度～令和６年度）   

   

 （単位：百万円） 

区    分 
金  額 

法人本部 兵庫県立大学 専門職大学 合 計 

費用の部 

 経常費用 

  業務費 

   教育研究経費 

   受託研究等経費 

   役員人件費 

   教員人件費 

   職員人件費 

  一般管理費 

減価償却費 

 臨時損失 

１，０００ 

１，０００ 

９００ 

０ 

０ 

９００ 

０ 

０ 

１００ 

０ 

０ 

８５，６００ 

８５，６００ 

７４，７００ 

１８，５００ 

３，８００ 

０ 

４２，４００ 

１０，０００ 

４，５００ 

６，４００ 

０ 

４，６００ 

４，６００ 

３，７００ 

１，０００ 

１００ 

０ 

１，８００ 

８００ 

８００ 

１００ 

０ 

９１，２００ 

９１，２００ 

７９，３００ 

１９，５００ 

３，９００ 

９００ 

４４，２００ 

１０，８００ 

５，４００ 

６，５００ 

０ 

収益の部 

 経常収益 

  運営費交付金収益 

  授業料収益 

  入学料収益 

  入学考査料収益 

  受託研究等収益 

  補助金等収益 

  寄附金収益 

  資産見返運営費交付金等戻入 

  資産見返補助金等戻入 

  資産見返寄附金戻入 

  資産見返物品受贈額戻入 

雑益 

 臨時利益 

１，０００ 

１，０００ 

１，０００ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０    

８５，６００ 

８５，６００ 

４６，７００ 

２１，９００ 

３，８００ 

９００ 

３，８００ 

２，４００ 

７００ 

１，２００ 

３００ 

６００ 

４００ 

２，９００ 

０ 

４，６００ 

４，６００ 

３，８００ 

４００ 

１００ 

０ 

１００ 

０ 

０ 

１００ 

０ 

０ 

０ 

１００ 

０ 

９１，２００ 

９１，２００ 

５１，５００ 

２２，３００ 

３，９００ 

９００ 

３，９００ 

２，４００ 

７００ 

１，３００ 

３００ 

６００ 

４００ 

３，０００ 

０ 

純利益      ０  ０ ０ ０ 

総利益 ０         ０ ０ ０ 
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３ 資金計画（令和元年度～令和６年度）   

   

（単位：百万円） 

区    分 

金  額 

法人本部 兵庫県立大学 専門職大学 合 計 

資金支出 

 業務活動による支出 

 投資活動による支出 

 財務活動による支出 

 次期中期目標期間への繰越金 

１，０００ 

１，０００ 

０ 

０ 

０   

８５，３００ 

７５，７００ 

５，１００ 

４，２００ 

３００ 

４，５００ 

４，５００ 

０ 

０ 

０ 

９０，８００ 

８１，２００ 

５，１００ 

４，２００ 

３００ 

資金収入 

 業務活動による収入 

  運営費交付金による収入 

  授業料、入学料及び入学考査料による収入  

  受託研究等収入 

  補助金等収入 

  寄附金収入 

  その他の収入 

 投資活動による収入 

  施設費による収入 

  その他の収入 

 財務活動による収入 

 前中期目標期間からの繰越金 

１，０００ 

１，０００ 

１，０００ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

８５，３００ 

８１，９００ 

４８，４００ 

２３，５００ 

３，８００ 

２，６００ 

９００ 

２，７００ 

３，１００ 

３，０００ 

１００ 

０ 

３００ 

４，５００ 

４，５００ 

３，８００ 

５００ 

１００ 

０ 

０ 

１００ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

９０，８００ 

８７，４００ 

５３，２００ 

２４，０００ 

３，９００ 

２，６００ 

９００ 

２，８００ 

３，１００ 

３，０００ 

１００ 

０ 

３００ 

 

 

 

 

 

１ 短期借入金の限度額 

   

２０億円 

  

 
第５ 短期借入金の限度額 
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２ 想定される理由 

   

運営費交付金の受入遅延及び予見できなかった不測の事態の発生等により、緊急に必要となる 

対策費として借り入れることを想定 

 

 

 

 

  なし 

 

 

 

 

決算において剰余金が発生した場合は、設立団体との協議により、教育研究の質の向上、学生生

活の充実等、特定目的のために活用する特定目的積立金に積み立てる。 

 

 

 

 

１ 施設・設備に関する計画 

   

施設・設備の内容 予定額 財 源 

経年劣化が著しく、緊急対応が必要な施

設・設備の改修を実施する。 
１，８００百万円 施設整備費補助金 

  金額については見込みである。中期目標を達成するために、必要な業務の実施状況等を勘案した

施設・設備の整備や老朽度合い等を勘案した施設・設備の改修等については、各事業年度の予算編

成過程において決定される。 

 

２ 積立金の使途 

   

前中期目標期間繰越積立金については、教育研究の質の向上、学生生活の充実等、特定目的に充

てる。 

 

３ 中期目標期間を超える債務負担 

   

なし 

  

 
第６ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

 
第７ 剰余金の使途 

 
第８  その他設立団体の規則で定める業務運営に関する事項 
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１ 兵庫県立大学    

区 

分 
指標項目 達成時期 目標値 

参考 

（現状値） 

教 

育 

大学入学者志願者倍率 

（学部・一般入試） 
各年度 

公立大学 

全国平均以上 

6.1 倍(R4.3) 

【※全国平均 5.7 倍】 

就職率（学部） 各年度 全国平均以上 
97.8％(R4.3) 

【※全国平均 95.8％】 

留学生数 

派遣人数 最終年度 200 人※   7 人(R3 年度) 

受入人数 最終年度 250 人※ 231 人(R3 年度) 

      ※コロナ禍の影響による制限等を考慮した設定 

ＣＥＦＲ_Ｂ２レベル 

到達数 
最終年度 300 人  65 人(R3 年度) 

英語で行われている 

講座数 
最終年度 150 講座 132 講座(R3 年度) 

国際学会で発表した 

学生数 
各年度 80 人 58 人(R3 年度) 

外国人教員比率 最終年度 ５％ 3.1％(R3 年度) 

起業人材育成プログラム 

の受講者数 
各年度 40 人 25 人(R3 年度) 

研 

究 

科学研究費補助金の 

申請者率 
各年度 100％ 92.1％(R4 年度交付分) 

共同研究・受託研究数 ６年間平均 300 件 273 件(R 元～3年度平均) 

査読付き論文数 ６年間平均 1,150 本 1,114 本(R 元～3年度平均) 

社 

会 

貢 

献 

SDGs に係る全学的な 

フォーラム等の開催件数 
各年度 ３件 － 

地域連携事業の実施件数 ６年間平均 650 件 613 件(R 元～3年度平均) 

公開講座の延べ受講者数 各年度 2,500 人 2,364 人(R3 年度) 

管 

理 

運

営 

外部資金獲得額 ６年間平均 20 億円 20.5 億円(R 元～3年度平均) 

メディアに取り上げ 

られた件数 
各年度 600 件 484 件(R3 年度) 

女性教員比率 最終年度 25％ 23.0％(R3 年度) 

女性教員の管理職割合 最終年度 25％ 21.8％(R3 年度) 

男性教職員の育児休業 

取得者割合 
最終年度 30％ 10.0％(R3 年度) 

  

 
◇ 評価指標 
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２ 芸術文化観光専門職大学  

区 

分 
指標項目 達成時期 目標値 

参考 

（現状値） 

教 

育 

大学入学者志願者倍率 

（一般選抜） 
各年度 ５倍 

2.8 倍(R4.3) 

【全国平均５倍】 

就職率 最終年度 全国平均以上 【※全国平均 95.8％】 

海外の大学との協定件数 最終年度 10 件 6 件(R3 年度) 

外国人教員比率 最終年度 ５％ 9.3％(R3 年度) 

芸術文化と観光を架橋する 

教育に対する学生理解度 
各年度 80％ 91.0％(R3 年度) 

研 

究 

科学研究費補助金等外部 

資金の申請者率 
各年度 80％ 

75.0％ 

(R4 年度交付分) 

芸術文化・観光の両分野共同 

研究プロジェクト数 
各年度 ５件 4 件(R3 年度) 

社 

会 

貢

献 

地
域
Ｒ
＆
Ｉ
セ
ン
タ
ー
で
設
定
す
る
地
域
連
携
事
業
の
目
標
達
成
度 

地域からの相談件数 期間累計 400 件 75 件(R3 年度) 

連携事業者数 期間延べ累計 50 者 9 者(R3 年度) 

メディアに取り上げられた件数 期間累計 100 件 50 件(R3 年度) 

地域 R&I センター（本学）の 

但馬地域での住民認知度 
最終年度 80％ － 

教員のプロジェクトへの参画率 期間累計 70％ 59.3％(R3 年度) 

地域連携事業への参加学生数 期間延べ累計 180 人 35 人(R3 年度) 

「芸術文化」「観光」「経営」分野

のｸﾛｽﾎﾞｰﾀﾞｰ型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの件数 
期間累計 20 件 6 件(R3 年度) 

但馬地域での活動に関連した 

科研費等採択件数 
期間累計 ５件 1 件(R3 年度) 

公開講座の延べ受講者数 各年度 300 人 85 人(R3 年度) 

管 

理 

運 

営 

外部資金獲得額 各年度 30,000 千円 43,233 千円(R3 年度) 

メディアに取り上げられた件数 期間累計 600 件 241 件(R3 年度) 

女性教員比率 最終年度 25％ 25.0％(R3 年度) 

本学の学びの質を高める 

全教職員対象の研修会実施 
各年度 ６回 ６回(R3 年度) 

 

（変更年月日）令和４年 11 月 10 日 

 


